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「第 2 次三原市廃棄物処理基本計画」（案）に対する意見内容及び市の考え方について 

 

意見提出人数 １人 ７件  

 

※下線は計画を修正するものです。 

１ 

該当箇所 P33，34（表 32）施策の実施状況 

意見 市の考え方 

(1) 33～34ページの「施策実施状況」は，

42～51ページの「施策の展開」に対応す

るのでしょうか？ 

33～34ページの「施策実施状況」は，第１

次計画で計画していました施策の実施状況を

評価しています。 

42～51ページの３．施策の展開は，第２次

計画で設定した基本方針に基づき，これから

実施していく施策の内容となっています。 

第１次計画の施策の実現性や効果を踏ま

え，一部の施策について変更や中止した一方

で，新たな課題に対応するため，追加した施策

もあります。 

本計画は，15年間と長期の計画期間となっ

ていますので，状況の変化に応じて施策の見

直しを行なうこととなります。 

(2) 「施策実施状況」と「施策の展開」の

内容が変わっており，それぞれ実施状況

がどのように評価されて，今後の施策に

つながるのかがよくわかりません。 

２ 

該当箇所 P38 １．基本方針 

意見 市の考え方 

(1) 基本理念「安心して快適・安全に住み

続けられるまち」というのは大事なこと

ではありますが，「循環型社会」の基本が

感じられません。基本理念・方針・施策

展開に，発生抑制・再利用・再生利用と

いう原則が明確に打ち出されていないよ

うに見えます。 

 本計画の上位計画である三原市長期総合計

画では，「安心して快適・安全に住み続けられ

るまち」の基本理念を掲げており，「循環型社

会形成の推進」を目標達成のための施策とし

ております。本計画の掲げる 4 つの基本方針

もこの長期総合計画と同じくしています。 

 また，本計画では，SDGｓの考え方も取り入

れています。SDGｓが目指す持続可能な世界と

いう考えは，循環型社会形成の考えに通じる

ものと考えています。 

 そのため，本計画の目標は，ごみの減量化や

再資源化の数値目標とそのための施策を行動

目標として設定しているところです。 

 39 ページに３R の取り組みについてのコラ

ムを追加しました。 
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３ 

該当箇所 P42 ３．施策の展開 

意見 市の考え方 

(1) 「次期清掃工場の整備に向けた検討」

という項目が盛り込まれていますが，現

状の延長線上ではなく，サーキュラーエ

コノミーやシェアリングエコノミーな

ど，廃棄物発生抑制につながる新たな概

念を合わせて検討していく必要があるの

ではないでしょうか。 

 

三原市清掃工場は，概ね令和 13年度までの

使用を想定していますので，本計画の計画期

間内にもやすごみの処理について検討が必要

となります。 

近年，廃棄物処理分野の技術や方針はめま

ぐるしく変化しているところです。 

国は，ごみ処理施設のあり方について，広域

化を推奨していますし，ごみの焼却で発生す

る熱の有効活用やプラスチックの再資源化に

ついても推進する方針としています。 

最新の知見に基づき，本市にとって最も適

切な処理方法となるように検討します。 

いただいたご意見については，今後のごみ

処理施設のあり方を検討するうえで，参考に

させていただきます。 

(2) 量り売り・ばら売り等を実施している

店舗を市民に紹介するという点に賛成

で，そういった店舗や利用者が増えてい

くインセンティブを，多くの人を巻き込

んで考えていけると良いと思います。 

これまで本市では，ごみの減量や再資源化

を進めるための施策を排出者である市民や事

業者を主な対象に実施して参りました。 

本計画の大きな課題としている食品ロスや

海洋プラスチック対策には，様々な関係者に

ご協力いただくことで問題解決や環境以外の

課題にも良い影響があると考えています。 

いただいたご意見については，今後の施策

を進めるうえで，参考にさせていただきます。 

(3) 事業系ごみや産業廃棄物をサーキュラ

ーにまわせるようなマッチングができる

と良いなと思います。 

(4) リユースの推進について，アルパッケ

（https://arulife.azumino.net/arupak

ke/ ），メグルー（https://megloo.jp/ ）

などのようなリユース容器の仕組みや，

給水スポット（ https://www.refill-

japan.org/ ，https://www.mymizu.co/ ）

などの面的な取り組みができるよう，啓

発や支援をしていただきたいです。 
 


